
（様式２） 

農業の新しい技術 

 
 

原種鶏における増体性遺伝子（ＣＣＫＡＲ）の優
良型への固定による肉用鶏天草大王の改良 
 

農業研究センター畜産研究所中小家畜研究室 
担当者：山本貴大、木村真弓、江口敬子 

 
 
 

当所では、原種天草大王および肉用鶏天草大王において、増体性に関わるコレシスト

キニン A 受容体（以下、CCKAR という。）遺伝子は、優良型である A/A 型が、A/C 型およ

び C/C 型と比べ、増体性が優れることを明らかにしている。 

そこで、本研究では、当所で飼養する「民間種鶏場への雛供給用原種鶏群（原種天草

大王及び九州ロード）」の CCKAR 遺伝子を優良型に固定することにより、生産農場の肉用

鶏天草大王の増体性向上に取り組む。 

 

 

 

１．当所で飼養する「民間種鶏場への雛供給用原種鶏群」は、年間を通して種鶏場へ雛を

供給する必要があるため、孵化の時期をずらした春種鶏群と秋種鶏群の 2 群がある。

平成 29 年度から遺伝子情報による選抜に着手し、令和 3 年度において春・秋種鶏群と

もに、原種天草大王および九州ロードの CCKAR 遺伝子は、優良型への固定が完了した

（図 1、表 1）。 

２．固定後の原種天草大王および九州ロードの平均体重は、取組み前と比べ、重くなった 

（表 2、3）。 

３．これに伴い、生産農場の肉用鶏天草大王の CCKAR 遺伝子は、優良型への固定が完了し

た（表 4）。 

以上のことから、CCKAR 遺伝子が優良型である肉用鶏天草大王が生産現場に普及してお

り、肉用鶏天草大王の増体性向上が期待できる。 

 

 

 

１.生産農場の肉用鶏天草大王の増体性が向上することにより、約 11％の売上の増加が期

待できる（当研究所試算の結果による）。 

２.鶏の発育には、飼育環境や飼養管理の状況が大きく影響するため、改良効果を最大限

に発揮するためには、良好な飼養衛生管理の下、飼育することが重要となる。 
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